

















































A Strategies and Effectiveness in Storytelling for Kindergartener
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聞き手：年中児１クラス（4、5 歳児、男児 6 名、女
児 10 名、計：16 名、本研究資料の「読み聞かせ」
時に一部欠席した在籍幼児がいた。）
観察対象とした場面：降園前の「読み聞かせ」の時間
























































女児 A・・・女児 B と仲良し、反応が大きい。

































場面 時間 女児 A 女児 B 女児 C 女児 D 女児 E 男児 F 男児 G 子どもたちの声
①「食べられた山姥のお話」で話を始める。






































































うくらい）。このあたりから女児 A、女児 B を除いて、





























































































































































姿から　4 歳児（10 ～ 12 月）」『研究紀要』45, pp.11-
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2 協力園の実情では、一部の年中児が簡単な文字の読解
ができ、園児によってはこれに「読むこと」が加わる
場合がある。
3 後に述べるように、その内容は「幼稚園教育要領」の
教育要領の言葉の獲得に関する領域「言葉」の範囲に
とどまらない。さらに保育園や認定こども園での同活
動を視野に入れると、さらに多様な状況やねらいが視
野に入ってくることになる。
4 内容面に注目したのは、読み手がそれぞれの場面でテ
ンポや声色を変えたり、視点人物が変わったりと、多
彩な演出もあり、子どもたちの感情移入先が変化する
と考えたからである。
5 協力園には自然豊かな広い園庭があり、おたまじゃく
しやダンゴムシなどが容易に採集できる、年中児以上
だとそれらを教室で飼う者も出てくる。
6 協力教員からは、「本当は上手な世話の仕方を身につ
けてほしい」との声を聞もかれた。さらなる仕掛けで
活動の範囲を広げていけるかもしれない。
7 本稿の趣旨としては整った文章に触れる機会の重要性
を指摘しており、話し言葉に代表されるくだけた表現
を全面的に否定しているわけではない。
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